
各取組の実績値 自己評価
各取組の
評価
＜A＞

重要度反映点
【A×取組重要度】

＜B＞

実績評価点
＝加算率算定の評点
【重要度反映点の合

計】
＜C＞

各取組の評価の理由

取組①-1 40%
修了後１年内司
法試験合格率ー
（算出不可）

b 3 1.20

取組①-2 25% 標準修業年限修
了率78.2％ b 3 0.75

② 取組② 0％～30％の範
囲内で設定 10%

法学未修者の標
準修業年限修了
率46.4％

a 5 0.50

③ 取組③ 0％～30％の範
囲内で設定 25%

博士後期課程進
学者数（直近３
年間の平均値）
３．７人

c 1 0.25

法科大学院公的支援見直し強化・加算プログラムにおける加算の評点イメージ

大学名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

取組の概要 重要度
→

取
組
名

取
組
重
要
度

教育理念（教育方
針）及び今後目指
すべき方向性

取
組
区
分

2.70

今後５年間の機能強化構想

40％～70％の
範囲内で設定①

評価結果
実績評価
（R2.10～R3.9）

○機能強化構想に対し、合計100％になるよう各取組に「重要度」として%を割り振り。 評価案に基づき審査委員会において審議

≪加算率算定の評点≫
重要度反映点の合計
５点満点

自己評価
a：順調以上
b：遅れているが今後の計画に支障はない
c：遅れており、更なる工夫が必要

S（５点）、A（３点）、B（１点）、C（０点）
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